
外地地質へのアフターサービス

学部消息といつてもこれは本学地質学科にまつわ

る戦後30年間の一挿話である。戦前に朝鮮や満洲な

どで調査・研究を した東亜地質の成果を取 りまとめ

て,こ れを公 とするとい う大仕事が,終戦後の間の

ないころから話題になって,30年 たったこの程漸 く

有終の美をなすことが出来た。そ してこの労作に対

して東大の地質学関係の教授連が少なからぬ努力を

して来たのである。

外地から帰還 してきた同学の士は物的には無一物

であつたか も知れないが,未発表の貴重なデーター

を持 っている人が少 くなかった。当時は全国民にと

つて最 も苛酷な時期ではあつたが,そ れでも外地で

の業蹟を収録 してこれを公表 したいという熱意が我

々の間からうつぼつ として起つて来た。関係者は四

散 しその連絡をとるのは容易ではなかったが, しか

し昭和23年には発起人会を開 くことが出来た。そ し

てその後 2年を経て漸 ぐ東京地学協会内に東亜地質

鉱産誌編集委員会が誕生 した。この頃東京には米国

地質調査所 (USGS)の 出張所があり,東 アジアの

地質関係資料 の克集を主要 な業務 としていた。我々

の計画はまさにこの線に合致 していたので,同所から

協力と物的援助の手を差 し延ば して呉れた。また昭

和26年度には若干の文部省刊行助成金 も受けた。 し

か しその外には寄附金 を募らずによくもここまでや

れたものだと不思議に思 う位である。

それには何 といつても関係者各位の並々ならぬ熱

意 と努力があったからである。その賜物 として早 く

も昭和27年 4月 には東亜地質鉱産誌 3巻  1991頁

の大著が出版された。その うちには当時の日本地質

学者の 5分 の 1以上に当る200名 余が寄せた 260篇

が収録されていたのである。それらは朝鮮 。満洲・

華北・華中華南・台湾の地質鉱産などに関係するも

のであるが,そ の約 5害」は満鮮関係であつた。

東京地学協会では大正末に既に南北支那地質図 2

幅を編集出版 しているが,その後に東亜地質図や南

洋地質図などを発行 して来た。今回は新 しいデータ

を基に してUSGSの協力を得てGeological Map of

the Far Eastを 編集することになった。この作業

ではUSGSの東京出張所に勤めていた矢部茂 らの労

作が特に多大であつた。 8年間の歳月を費 して,昭

(地質・名誉教授 )

和35年 に朝鮮満洲に華北北東部を含む地域の地質図

127図 幅を完成 した。

これ らの地質鉱産誌 (邦 文 )や地質図を多量に

USGSか ら貰い受けることが出来たので,そ れらの

一部を寄贈,他 を販売 した。そ してその収益で,委

員会発足当初からの悲願であつたGeology and Mi―

neral Resoltrces of the Far East, 3 Volumes,

1385 pagesを 東大出版会から出 し終 つたのが,昭

和46年 10月 であった。この大著 rCは 34著者の54論文

が集録 されている。

それか らまた 4年 して遂に収支決算が出来 ること

になった。そ こで手元の英文の東亜地質鉱産誌 391

冊は,我 々の知識を広 く江湖の利用に供 したいとい

う本来の主旨に基いて,今春海外の86ケ 国, 274機

関へ寄贈することになり,去 る 4月 に発送された。

そ して残金は協会に寄附 して委員会はもとの無一物

となり,本年 7月 にめでた く目的を貫徹 して解散 じ

た。10月 末までに世界各地の寄贈先か ら,そ の約半

数の 135通 の礼状が来 ている。私はこの企の発端か

ら終末まで見ることが出来てよろこんでいる。

関係者の数 と刊行物の量 というその規模か ら見て

もこの成果は日本の地質学者が外地へ寄せた貢献中

の特筆すべきものであることは疑ない。 この大事業

の逐行に当つて,東大理学部の地質学教室では立岩

・坂本両教授 と共に私 もこの委員会の委員をつとめ,

坂本教授は委員会後半の幹事であった。立岩教授は

朝鮮の部で,坂 本教授は満洲 と華北の部で,自 著以

外に多 くの時間を費 した。私は南鮮と北鮮・南満と中

北満お よびその近隣との地質構造発達史,そ して台

湾 と日本列島との地質関係についての 4論 を欧文地

質鉱産誌に載せた。渡辺・久野・高井・岩井 ・岩生

・立見らの諸教授 も邦文や英文の同誌FC寄稿 した。

それのみならず工学部の三土 。今井両教授や教養部

の市村教授 もこの企に参加 した。月日のたつのは早

いもので今 日では立見教授だけが現職に停 つている。

我々は退職後 も他の委員と共に時々赤門横の学士会

館や弥生門横の東大出版会など委員会を開いた。現

在は坪井誠太郎名誉教授が地学協会の会長である。

本委員会の委員長の小倉勉元山形大学学長は大正 2

年,委員会前半の幹事で華中・華南の部の編集に当ら
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